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(計 10 組合せ) が混生する場所で生殖隔離を検証した．幾つかの種間では，強力な①生育環境隔離と②
季節的隔離が検出されたものの，種の組合せによってその強度は大幅に変動した．対照的に，テンナン
ショウ 5 種にはそれぞれ異なるキノコバエ類が訪花しており，全ての種間で極めて強固な③送粉者隔離
が存在することが示された． 
以上の結果から，本研究で対象とした種の組合わせ 12 組の全てで，強固な③送粉者隔離が存在す
ることが明らかになった．このうち 11 組では，微小な双翅目昆虫であるキノコバエ類が種特異的に訪
花することで③送粉者隔離が成立していた．したがって，微小な送粉昆虫による③送粉者隔離が，①生
育環境隔離や②季節的隔離と組み合わさって効果的に種間送粉を抑制することで，テンナンショウ属複
数種の共存が実現していると考えられた．送粉を担う微小昆虫は，キノコバエ類の属する双翅目以外に
も鞘翅目や総翅目で知られており，それらに繁殖を依存する植物もきわめて多様である．本研究の結果
は，微小な送粉昆虫が駆動する植物種の共存機構が自然界に広く存在する可能性を示唆している． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
